
住民基本台帳　（前月比）
計 41,879 （－56）
男 19,826 （－33）
女 22,053 （－23）

世帯数 18,033 （　－1）

※65歳以上人口
計 14,662人  男 6,345人  女 8,317人

平成29年12月１日現在

市民のうごき
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地
方
自
治
法
施
行
70
周
年

　

本
年
は
、「
地
方
自
治
法
」
が

昭
和
22
年
に
施
行
さ
れ
、
70
周
年

を
迎
え
る
極
め
て
意
義
深
い
年
に

当
た
り
ま
す
。

　

11
月
20
日
に
は
、
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
「
地
方
自
治
法

施
行
70
周
年
記
念
式
典
」
に
細
井

市
議
会
議
長
と
と
も
に
参
加
し
、

地
方
自
治
の
意
義
と
重
要
性
を
再

認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
の
一
層
の
発
展
と
、

地
方
自
治
の
進
展
を
実
現
さ
せ
る

決
意
を
新
た
に
、
今
後
と
も
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
市
政
運
営
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
当
初
予
算
編
成
方
針

　

10
月
の
月
例
経
済
報
告
に
お

け
る
景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て

は
、「
各
種
施
策
の
効
果
も
あ
っ

て
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
海
外
経
済

の
不
確
実
性
や
金
融
資
本
市
場
の

変
動
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
さ
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
不

透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
省
は
、
平
成
30
年

度
の
地
方
財
政
の
課
題
に
つ
い
て
、

「
平
成
29
年
度
の
地
方
財
政
計
画

の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
地

方
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る
、

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
本
来
の
役

割
を
適
切
に
発
揮
す
る
よ
う
総
額

を
確
保
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
で
は
地
方
一
般
財
源
の
総
額

を
抑
制
・
削
減
す
べ
き
と
の
議
論

も
あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
合
併
特
例

債
や
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

え
と
い
っ
た
合
併
優
遇
措
置
を
最

大
限
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
一
方
で
、「
職
員
数
の
削

減
」
や
「
補
助
金
な
ど
の
整
理
統

合
」、「
積
極
的
な
民
間
活
力
の
導

入
」
な
ど
に
よ
り
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

  

今
後
、
社
会
保
障
費
の
地
方
負

担
分
の
増
加
、
公
共
施
設
の
管
理

運
営
や
更
新
に
要
す
る
経
費
の
増

加
に
加
え
、「
都
市
再
生
整
備
事

業
」
や
「
こ
ど
も
園
整
備
事
業
」

な
ど
の
大
型
事
業
が
本
格
化
す
る

な
ど
、
本
市
の
財
政
状
況
は
一
層

厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

  

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
に
お

い
て
も
、
困
難
な
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
る
中
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た
事
業
を
選
択
す
る
と

と
も
に
、
歳
入
の
確
保
な
ど
に
全

庁
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
編
成
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

　
「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

は
、
５
月
か
ら
設
計
業
務
に
着
手

し
、
現
在
は
詳
細
図
面
の
作
成
お

よ
び
工
事
費
概
算
の
積
算
を
行
い
、

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
の
算
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
麻
植
協
同
病
院
の
建
物

解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
年
内
に

は
上
屋
お
よ
び
基
礎
部
分
の
解
体

が
完
了
し
、
最
終
の
工
事
完
了
は

２
月
下
旬
と
な
る
予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
施
設
利
用
関
係
者

や
団
体
の
皆
さ
ん
に
、
細
部
も
含

め
て
ご
確
認
を
い
た
だ
き
、
活
力

や
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
施
設
と
な
る

よ
う
進
め
ま
す
。

　
（
仮
称
）鴨
島
東
部
地
区
認

　
定
こ
ど
も
園
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況

　

平
成
29
年
６
月
に
着
工
し
た
鴨

島
東
部
地
区
認
定
こ
ど
も
園
建
設

用
地
な
ど
の
造
成
工
事
は
、
駐
車

場
お
よ
び
園
舎
建
設
予
定
地
の
地

盤
改
良
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

牛
島
小
学
校
の
防
球
フ
ェ
ン
ス

の
移
設
な
ど
も
お
お
む
ね
完
了
し
、

12
月
末
の
舗
装
工
事
を
除
く
造
成

工
事
完
了
に
向
け
、
側
溝
な
ど
の

道
路
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
舎
新
築
工
事
に
つ
い

て
も
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
工
事

に
着
手
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
豊

か
な
成
長
と
幼
児
教
育
の
連
続
性

を
確
保
す
る
た
め
、
環
境
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り 

●
高
越
小
学
校・こ
ど
も
園（
仮
称
）

　

高
越
小
学
校
・
高
越
こ
ど
も
園

の
校
舎
・
園
舎
に
つ
い
て
は
、
８

月
15
日
に
完
成
し
、
山
川
南
保
育

所
、
川
田
中
幼
稚
園
・
小
学
校
の

園
児
・
児
童
が
保
育
・
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

川
田
中
小
学
校
の
校
舎
・
体
育

館
の
解
体
工
事
も
お
お
む
ね
終
了

し
、
運
動
場
整
備
な
ど
の
外
構
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
川
南
保
育
所
は
減
築

し
、
12
月
中
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
の
施
設
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
４
月
の
開

校
に
向
け
、
通
学
路
の
安
全
対
策

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
に
よ
る
通
学

支
援
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

開
校
後
の
ス
ム
ー
ズ
な
学
校
運
営

の
た
め
に
、
４
校
間
で
の
児
童
の

交
流
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

市政の窓

　平成29年12月吉野川市議
会定例会開会日、川真田市長
は、平成29年度のこれまで
の成果と今後の市政運営方針
について、その所信を表明し、
市民の皆さんや市議会に理解
と協力を求めました。要旨は
次のとおりです。

市政の窓

明るく開放的な高越小学校メディアセンター



●
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
に
対
す
る
取
り
組
み

　

本
市
で
は
昨
年
度
か
ら
、
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
事
業
を
行
い
、
生
後
６

カ
月
か
ら
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、

予
防
接
種
１
回
に
つ
き
１
０
０
０

円
を
２
回
（
計
２
０
０
０
円
）
助

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

警
報
、
注
意
報
と
も
県
内
の
平
均

を
下
回
っ
て
お
り
、
流
行
期
間
も

短
く
終
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

本
年
度
も
助
成
を
継
続
し
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
抑
止
を

図
り
ま
す
。

●
保
育
料
の
軽
減

　

市
立
幼
稚
園
お
よ
び
市
立
認
定

こ
ど
も
園
の
４
・
５
歳
児
の
保
育

料
は
、
他
の
施
設
よ
り
低
い
保
育

料
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
利
用

施
設
に
関
係
な
く
利
用
す
る
子
ど

も
の
認
定
区
分
で
統
一
し
た
保
育

料
に
改
正
し
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
合
わ
せ
、
所
得
に

応
じ
た
階
層
区
分
の
見
直
し
を
行

い
、
低
所
得
世
帯
の
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
独
自
の
多
子
世
帯

へ
の
支
援
策
と
し
て
、
国
の
基
準

に
あ
る
所
得
と
年
齢
制
限
を
撤
廃

す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
扶

養
す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
全

て
に
つ
い
て
、
第
２
子
半
額
、
第

３
子
以
降
無
償
と
い
う
わ
か
り
や

す
い
保
育
料
制
度
と
し
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い
く 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
若
い
世
代
に
魅
力
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り

●
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
事
業
の
成
果

　

９
月
23
日
、
鳴
門
ポ
カ
リ
ス

エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ

た
、
本
市
初
の
市
民
デ
ー
と
な
る

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
戦
に
、
多
く

の
市
民
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

で
鴨
島
鳳
翔
太
鼓
振
興
会
に
よ
る

和
太
鼓
演
奏
、
出
店
ブ
ー
ス
で
は

物
産
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
本
市

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ

ス
の
市
民
デ
ー
を
通
し
て
、
本
市

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

●
「
来
て
観
て
住
ん
で
事
業
」
と

住
宅
金
融
支
援
機
構
と
の
連
携

　
「
来
て
観
て
住
ん
で
事
業
」
で

は
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
「
フ

ラ
ッ
ト
35
子
育
て
支
援
型
」
に
加

え
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
「
地
域

活
性
化
型
」
も
追
加
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
型
は
、「
親
世
帯

と
同
居
・
近
居
と
な
る
方
」、「
同

居
す
る
中
学
生
以
下
の
子
を
扶
養

す
る
方
」
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、「
地
域
活
性
化
型
」で
は
、「
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
住
宅

を
取
得
し
た
方
」
が
対
象
と
な

り
、「
子
育
て
支
援
型
」
と
同
様

に
、当
初
５
年
間
の
金
利
を
「
０
・

２
５
％
引
き
下
げ
る
」
と
い
う
も

の
で
、
本
市
に
転
入
さ
れ
る
方
へ

の
支
援
を
図
り
ま
す
。

●
中
央
美
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
運
動

場
整
備
事
業

　

平
成
30
年
度
に
鴨
島
運
動
場
の

代
替
施
設
と
し
て
中
央
美
化
セ
ン

タ
ー
跡
地
（
川
島
町
）の
整
備
を

行
う
事
と
し
、本
議
会
に
お
い
て

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
夜
間

照
明
お
よ
び
駐
車
場
を
整
備
し
、

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
つ
く
り
、

市
民
の
体
力
向
上
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
県
中

西
部
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と

し
て
交
流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た

　
ま
ち
づ
く
り

●
文
理
大
学
と
の
連
携
協
定

　

平
成
25
年
か
ら
の
徳
島
大
学
に

続
き
、
徳
島
文
理
大
学
と
の
包
括

的
連
携
協
定
を
新
た
に
締
結
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
徳
島
文
理
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
美
郷
地
区

に
お
い
て
、
地
域
住
民
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
本
協
定
の
締
結
に

よ
り
、
活
動
の
さ
ら
な
る
展
開
が

図
ら
れ
、
学
生
お
よ
び
大
学
の
活

力
を
生
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

●
中
山
間
地
域
交
流
拠
点
整
備
計

画
　

本
年
度
、
美
郷
地
区
に
お
い
て

新
た
な
地
域
運
営
組
織
の
設
立
と
、

活
動
拠
点
と
な
る
学
校
再
編
後
の

空
き
校
舎
の
有
効
活
用
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
中
山
間
地
域
交
流
拠

点
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

  

策
定
に
あ
た
り
、
美
郷
地
区
の

住
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

た
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
11

月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
策
定
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、

平
成
30
年
２
月
末
を
目
途
に
、
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
策

定
方
針

　

行
政
・
市
民
・
企
業
・
金
融
機

関
・
各
種
団
体
・
学
術
研
究
機
関

な
ど
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

て
中
小
企
業
な
ど
の
振
興
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例
制

定
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
12
月
に

商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
連
携
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
各
事
業

所
な
ど
の
現
状
を
調
査
・
分
析
し

ま
す
。

　

今
後
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
、

本
市
の
中
小
企
業
な
ど
の
振
興
に

真
に
寄
与
す
る「
機
能
す
る
条
例
」

の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

予防接種前の問診



紙
面
の
関
係
で
、
要
旨
部
分
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp
　
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業 

  

高
齢
者
が
暮
ら
し
慣
れ
た
地
域

で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
、「
生
活
支
援
」・「
予

防
」・「
医
療
」・「
介
護
」・「
住
ま

い
」が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」
に
取
り
組
み
、
こ
れ
を
推

進
す
る
「
協
議
体
」
と
「
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
設
置

す
る
な
ど
、
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、
平
成
30
年
１
月
に
は
、

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
「
地
域

支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
袋
の
料
金
改
定
に
つ
い
て 

　

市
指
定
の
ご
み
袋
を
購
入
し
て

い
た
だ
き
、
ご
み
処
理
費
の
一
部

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

ご
み
の
排
出
量
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
処
理
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
量
や
近
隣
市
町
と

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
平

成
30
年
１
月
か
ら
、
１
枚
あ
た
り
、

も
や
せ
る
ご
み
袋
（
大
）
を
20
円

か
ら
25
円
に
、
も
や
せ
る
ご
み
袋

（
中
）
を
17
円
か
ら
20
円
に
改
定

し
ま
す
。

　
引
き
続
き｢
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化｣

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
専
決
処
分

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
２
０

０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２

２
５
億
７
６
３
７
万
８
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

　
予　
算

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
１
億

７
６
９
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
、
２
２
７
億
５
３
３
２
万
８
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
３
億

６
６
４
６
万
５
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
62
億
４
８
７
７
万
１

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
93
万

４
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を

53
億
９
７
８
４
万
１
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
40
万

４
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を

10
億
４
７
９
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
62
万

３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
９
３
６
２
万
６
０
０
０
円
と

し
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
吉
野
川
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
３
３

９
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
１
億
７
３
９
４
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
ふ
れ
あ
い
交
流
の
家
／
社
会
福

祉
法
人
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議

会
／
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日

▼
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
株

式
会
社
松
島
組
／
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
３
年
間

▼
鴨
島
南
児
童
館
／
社
会
福
祉
法

人
か
も
め
福
祉
会
／
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
５
年
間

▼
八
坂
児
童
館
／
社
会
福
祉
法
人

か
も
め
福
祉
会
／
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
５
年
間

▼
田
平
農
産
物
共
同
加
工
施
設
／

美
郷
梅
工
房
／
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間

▼
美
郷
農
産
物
加
工
施
設
／
吉
野

川
市
商
工
会
／
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間

▼
向
麻
山
公
園
／
向
麻
山
を
良
く

す
る
会
／
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間

▼
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
／
株
式
会
社

山
内
組
／
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間

▼
鴨
島
公
民
館
／
株
式
会
社
松
島

組
／
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
３

年
間

▼
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
／
特
定
非

営
利
活
動
法
人
吉
野
川
市
文
化
協

会
／
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
３

年
間

　
契
約

◇（
仮
称
）鴨
島
東
部
地
区
認
定
こ

ど
も
園
新
築
工
事

　

新
築
工
事
を
す
る
た
め
、
指
名

競
争
入
札
の
落
札
業
者
で
あ
る
株

式
会
社
姫
野
組
と
８
億
３
０
３
０

万
４
０
０
０
円
で
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
人　
事

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
委
員
を
任
命
し
た
い
た
め
、

議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

桒
原
奈
麻
美
（
く
わ
は
ら
・
な
お

み
）
氏
＝
64
歳
、
鴨
島
町
内
原

勉強会を開催し体制づくりを進めています



　本市では、40歳未満の方の住宅取得に対して補助金を交付する「来て観て住んで事業」を行っており、
住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）が創設した住宅ローン「【フラット35】子育て支援型」との連携を
行う協定を締結し、平成29年６月から、「来て観て住んで事業」の補助対象となる方（広報よしのがわ４
月号参照）のうち、一定の要件を満たす方の住宅ローンの金利が当初５年間0.25％引き下げられる制度の
利用申請を受け付けています。
　さらに、平成30年１月からは、吉野川市外から転入する方を対象に、同様の金利引き下げを受けられる
ようになる「【フラット35】地域活性化型」の利用申請を受け付けます。

　吉野川市外から、吉野川市来て観て住んで事業における補助対象住宅の所在地の住所に転入する予定の方。
　※転入者とは、転入前１年の間、吉野川市内に居住したことがない人のことをいいます。

　
　①住宅の建築請負契約または売買契約の締結
　②市へ【フラット35】子育て支援型・地域活性化型の利用申請書を提出
　③市の発行する証明書を添付して金融機関へ住宅ローン（フラット35）の申し込み
　④住宅完成後、金融機関による融資実行（当初５年間金利▲0.25％）
　⑤法務局へ所有権に関する登記申請および当該住宅への入居
　⑥市へ来て観て住んで事業の補助金交付申請書を提出
　⑦補助金交付決定後に市から補助金を交付

　この制度の利用には、融資（フラット35）の申し込みの前に必
　要な手続きや添付書類の準備がありますので、詳しくはチャチャ
　ナビなどをご覧いただくか、企画財政課（本館３階）までお問い
　合わせください。

　築３年以上の住宅を購入予定で【フラット35】子育て支援型・地域活性化型を利用する場合、来て観て
住んで事業の補助見込額の要件が、引き下げられました。

※上記要件だけではなく、その他の要件も満たす必要があります。詳しくはチャチャナビなどでご確認ください。

吉野川市で住宅を取得される予定の40歳未満の方へ
【フラット35】地域活性化型の利用申請を受け付けます

●問い合わせ　市企画財政課　☎22−2221　FAX22−2244

利用対象となる方（吉野川市来て観て住んで事業の補助対象者であることが前提です。）

「【フラット35】子育て支援型・地域活性化型」の利用から「来て観て住んで事業」の補助金交付までの流れ

住宅を購入する場合の利用対象要件の緩和について

フラット35地域活性化型
＜チャチャナビ＞

住宅金融支援機構
＜フラット35サイト＞

来て観て住んで事業
＜チャチャナビ＞

平成29年12月まで 平成30年１月から

来て観て住んで事業の補助見込額が
25万円以上であること

（補助金加算要件を２つ以上満たすこと）

来て観て住んで事業の補助見込額が
15万円以上であること



　平成30年度市・県民税と国民健康保険税の課税基礎となる平成29年中所得の申告相談を行います。

平成30年１月１日現在、本市に住所のある方。
ただし、次のいずれかに該当する方は、原則として市へ申告する必要はありません。
　①税務署等で所得税の確定申告書を提出される方
　②勤務先から市へ年末調整済の給与支払報告書が提出されており、その給与以外の収入がない方
　③公的年金等支払報告書が市へ提出されており、その公的年金以外の収入がない方
※②、③に該当する方で、報告されていない控除（扶養・生命保険・医療費の控除など）を新たに
　受ける方は、市へ申告する必要があります。

　ただし、平成29年中の収入が公的年金のみで、
　・年齢が64歳以下（昭和28年１月２日以後に生まれた人）で、公的年金等収入が98万円以下
　・年齢が65歳以上（昭和28年１月１日以前に生まれた人）で、公的年金等収入が148万円以下
　の方は、今回の申告は必要ないと考えられます。
　申告が必要かどうかわからないときは、税務課（本館２階）までお問い合わせください。

 
　日程、会場の詳細は８ページを参照してください。
　受付時間：午前９時30分～午後３時

①マイナンバーカードもしくは通知カードと運転免許証など
　扶養親族のマイナンバーカードもしくは通知カードも必要です。
②印鑑（ゴム印・スタンプ印は不可）
③所得の計算に必要な書類（収入や必要経費がわかる書類）
④給与や公的年金などの収入がある方は、その支払者から交付された平成29年分の源泉徴収票
⑤平成29年中に支払った社会保険料が確認できる書類

※国民年金保険料、国民年金基金の掛金については、支払証明書が必要です。
※吉野川市国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料についての納付証明書は、お持

ちいただく必要はありません。
⑥生命保険料、地震保険料、その他各種控除の対象となるものの証明書など

※生命保険料、地震保険料については、控除証明書が必要です。
※障害者控除を受ける方は、障害者手帳や福祉事務所で交付された平成29年分の障害者控除対

象者認定書など、障がいの程度を証明できる書類を持参してください。
※医療費控除、寄附金控除を受ける方は、領収書が必要です。

⑦税務署から確定申告書が送られてきている場合は、その確定申告書
⑧本人名義の預貯金口座番号等がわかるもの（市経由で確定申告書を提出される方のみ）

申告にはマイナンバーの記入とあわせて本人確認書類が必要となります

申告が必要な方

申 告 相 談 日

申告相談時にお持ちいただくもの

平成29年中所得の申告相談について



　市の申告相談期間中は、所得税（国税）の確定申告も受け付けしていますが、次の所得・控除の
申告をされる方は、川島税務署で申告してください。

　上記以外にも、申告内容によっては川島税務署で申告していただく場合があります。ご了承ください。
　※確定申告書の控えに税務署受付印が必要な方は、川島税務署で申告してください。

●平成29年中の収入が、非課税所得（遺族年金や障害年金等）のみの場合や、収入がなかった場
合で申告される方は、会場受付に設置する市･県民税申告書にご記入ください。

●ふるさと納税ワンストップ特例申請をされた方でも次のような場合は、すべての寄附金の領収書
を揃えて申告してください。

　○１年間の寄附先が６自治体以上になった場合
　○医療費控除等により確定申告が必要な場合
●農業所得、営業等所得、不動産所得の申告をされる方は、収支内訳書（収入・経費の集計）を必

ず作成して会場へお越しください。

　平成29年分の確定申告から、確定申告書へ「医療費控除の明細書」の添付（※）が必要となります。
領収書・レシートがあれば申告受付時に作成できますので、医療費の領収書・レシートを人別・支
払先別（病院・薬局等）に分けて、支払額を集計してください。また、高額療養費や生命保険会社
から支払われた給付金など、医療費を補てんする保険金などがある場合は、同様に集計をお願いし
ます。　　　　　
　集計ができていない場合、会場に設ける集計コーナーで集計していただくことになります。申告
期間中は、相談者でたいへん混雑することが予想されます。少しでもスムーズな相談ができるよう、
ご協力をお願いします。
　（※）医療費の額など必要項目の記載がある医療費通知（「医療費のお知らせ」等）を添付すると、明細

の記入を省略できます。

《セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）について》
　健康の維持増進および疾病予防の取り組みとして一定の取り組み（※1）を行う個人が、平成29
年１月１日以降に、一定のスイッチOTC医薬品（※2）の購入の対価を支払った場合において、そ
の年中に支払った合計額が１万２千円を超えるときは、その超える部分の金額（８万８千円を限度）
について所得控除を受けることができます。
　（※1）　特定健康診査、予防接種、定期健康診断、健康診査、がん検診
　（※2）　要指導医薬品および一般用医薬品のうち、医療用から転用された医薬品
　（注）取り組みを行ったことを明らかにする書類および領収書が必要です。また、この特例の適用を受ける場合は、

従来の医療費控除を併せて受けることはできませんので、どちらが有利になるか判断に迷う場合は、申告
会場でご相談ください。

●問い合わせ
市税について　　　　　　市税務課　　　☎
国民健康保険税について　市国保年金課　☎

　　●譲渡所得(土地、家屋、株式など)  ●青色申告　
　　●住宅借入金等特別控除（新築・増改築・耐震改修・バリアフリー改修工事など）
　　●雑損控除　 ●消費税申告

医療費控除の申告をされる方へ



鴨
　
　
島
　
　
町

相談日 地区区分 会場
２月16日（金） 森山地区

市役所本館
３階大会議室

２月19日（月） 上浦・牛島地区
２月20日（火） 西麻植・敷地地区
２月21日（水） 飯尾・呉郷地区
２月22日（木） 鴨島・上下島・喜来地区
２月23日（金） 知恵島・鴨島・上下島・喜来地区
３月　9日（金） 鴨島町全域

川
島
町

相談日 地区区分 会場
３月　5日（月） 児島・学・三ツ島地区

川島公民館１階
大和室３月　6日（火） 桒村・山田・川島・宮島地区

３月　7日（水） 川島町全域

山
　
　
　
川
　
　
　
町

相談日 地区区分 会場

２月26日（月）
宮 島 南・ 北、 祇 園、 八 坂 南・ 北、 青 木、 若 宮・ 東、　　　　　
瀬詰八幡、三島、春日、湯立東・西・北、旭、
中筋、井上、久宗、榎谷、楠根地、皆瀬、桑内

山川地域総合センター
（旧山川庁舎）
２階201会議室

２月27日（火） 宮地、季邦、住吉、翁喜台・東、西ノ原、旗見、迎坂、南・
中・北町、西山、川田天神、村雲、北島東・西

２月28日（水） 麦原東･西、川東東･南･西･北、恵下、奥川田東･西、　　
瀬津、東･西市久保、原、貞田、舟戸東･西、衣笠

３月　1日（木）
山瀬天神、忌部北・南、中央東・西、日の出第１・第２、　
西久保東・中・南・西、諏訪・東・東２・東部・南部・
中部、ほたる川、北村

３月　2日（金）
山川町・美郷全域

３月　3日（土）

美
　
郷

相談日 地区区分 会場

３月　２日（金）
山川町・美郷全域 山川地域総合センター

２階201会議室
３月　３日（土）

３月　８日（木） 美郷全域 ふるさとセンター
大会議室

市
全
域

相談日 地区区分 会場
３月11日（日）

吉野川市全域 市役所本館
３階大会議室

３月12日（月）
３月13日（火）
３月14日（水）
３月15日（木）

◎所得税（国税）の確定申告は、川島税務署でも受け付けしています

平成29年中所得申告相談日程表
受付時間　午前９時30分～午後３時
例年、午前中はかなり混み合っていますので、時間をずらしてお越しください。
また、農業・営業等・不動産所得の収支や医療費は、必ず集計してから会場へお越しください。
集計ができていない場合、会場で集計していただくことになりますので、ご了承ください。

　
次
の
所
得
・
控
除
を
申
告
す
る
方
は
、
川
島
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
　
●
譲
渡
所
得
（
土
地
、
家
屋
、
株
式
な
ど
）　
●
青
色
申
告
　
　
　
　
　

　
●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
新
築
・
増
改
築
・
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
な
ど
）　
●
雑
損
控
除
　
●
消
費
税
申
告
　
　

●問い合わせ　市税務課　☎22−2215　FAX22−2247



　税務署の確定申告会場は平成30年２月16日（金）開設！
☆　税務署の確定申告会場の開設期間は、平成30年２月16日（金）から３月15日（木）
まで（土、日曜日を除く）です。

☆　受付時間は、午前８時30分から午後4時です。ただし、会場の混雑状況により、
午後４時前であっても受付を終了させていただく場合があります。

☆　長時間お待ちいただくこともありますので、自宅で申告書が作成できる国税庁ホー
ムページ「確定申告書等作成コーナー」をぜひご利用ください。

　電話による申告相談をご利用ください！
☆　平成30年１月18日（木）から３月15日（木）まで、「確定申告電話相談センター」

で所得税および復興特別所得税・贈与税・消費税および地方消費税の確定申告に関す
るご質問やご相談にお答えします。

　※確定申告以外の国税に関する一般的な相談を希望される方は、所轄の税務署にお電話いただき、
自動音声案内に従い、『１』を選択してください。「電話相談センター」へおつなぎします。

　マイナンバーの記載忘れにご注意ください！
☆　平成29年分の所得税、贈与税および消費税の確定申告書につきましては、マイナ

ンバーの記載と本人確認書類（例１：マイナンバーカード、例２：通知カードと運転
免許証など）の提示または写しの添付が必要です（申告書等を提出の都度必要、前年
分の申告書に記載・提示された方も同様）。

　　また、郵送などによる提出の際には本人確認書類の写しの添付をお願いします。

　医療費控除が改正になりました！
☆　平成29年分の確定申告から、医療費控除を受けられる場合には、医療費領収書の
提示・提出が不要となり、代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要となりました。

　※領収書は自宅で５年間保存し、税務署から求められたときは、提示または提出しなければなり
ません。

　※平成31年分までの確定申告では、これまでどおり領収書を提出することも可能です。

※電話をおかけいただきますと、自動音声でご案内しますので、案内に従って、
　ご用件の番号を選択してください。

●問い合わせ　川島税務署　☎25−2211

川島税務署からのお知らせ川島税務署からのお知らせ



●問い合わせ　市商工観光課　☎22−2226　FAX22−2237

　

42
点
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
賞
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

　

特
選　
大
栗
洋
子
（
鴨
島
町
）

　

入
選　
阿
部
和
剛
（
川
島
町
）

　

入
選　
藤
本
香
織
（
鴨
島
町
）

　

入
選　
藤
本
秀
樹
（
鴨
島
町
）

　

入
選　
市
村
茂
樹
（
鴨
島
町
）

　

入
選　
藤
森　

勲
（
山
川
町
）

　
問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会
事
務
局

☎
０
９
０
（
３
１
８
８
）
３
４
５
５

吉
野
川
市
観
光
協
会
（
事
務
局
：
市
商
工
観

光
課
内
）　

　
　
　
　
　
　
☎
22

−

２
２
２
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

℻
22

−

２
２
３
７

２
０
１
８
吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会　

ポ
ス
タ
ー
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
決
定

　

特
選
作
品

　本市では、市内企業のさらなる発展・活性化を支援するために、「（仮称）吉野川市中小企
業振興基本条例」の策定に向けて、検討を進めています。
　今回、条例策定に向けた基礎調査として、事業所の現状や市の取り組みに対する意見を伺い、
今後の施策に反映させることを目的にアンケート調査を実施します。
　協力いただける事業所の方には調査票を送付しますので、商工観光課（東館１階）へご連
絡ください。

　調査対象者　事業所の代表者・経営者の方　※中小企業および個人事業者が対象

　回 答 期 限　１月31日（水）　

※吉野川商工会議所および吉野川市商工会の会員の皆さんには各商工団体から個別に発送さ
れます。

※市ホームページにもアンケート内容を掲載していますので、ホームページからダウンロー
ドし、回答していただくことも可能です。

　市ホームページ：http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/docs/2017110800060/

　【QRコード】

吉野川市中小企業等実態調査アンケート
ご協力のお願いについて

ご協力を
よろしくお願いします！



　本市で収集された可燃ごみは、中央広域環境センターで処理されています。その過程で生
成されたガスエネルギー（燃料ガス）は、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、平成
28年度の発電量は7,440千kwhで、同センターの使用電力の約33%が賄われました。また、
ガスエネルギー以外のものは溶融され、新しい資源（スラグ、メタルなど）として活用され
ています。

ごみは資源として活用されています！ごみは資源として活用されています！

ごみを溶融してできたメタ
ルは、金属原料として利用
しています。

ごみを溶融してできたスラ
グは、ブロックや舗装材など
の建設資材として利用され
ます。

［中央広域環境センターで資源として活用したもの］

副産物の種類 活用されるもの H28年度
副産物量

溶融スラグ 建設資材･路盤材  2,327t

工業塩 塩ビ製品・融雪剤 　518t

金属水酸化物 非鉄金属原料 354t

精製ガス 施設内設備のガスエ
ンジン発電機の燃料

31,698
千Ｎ㎥

濃縮塩水 化学薬品 431t

　平成28年度は、本市から同センターへ8,236ｔのごみを
搬入しており、市民１人あたり（年間）約193.6kgのごみ
を排出していることになります。

メタル

スラグ

金属原料

建設資材

［平成28年度吉野川市家庭系ごみ排出量］

可燃ごみ 小型複合 大型複合
（粗大） 計 1人あたり（１年間）

のごみ排出量

8,090 t 143 t 3 t 8,236 t 193.6kg

中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）環境調査結果はホームページで公開中
ホームページアドレス　http://www.ck-kankyou.org/

　中央広域環境センターでは、環境保全のために国の環境基準より厳しい基準を設けて運転をしています。
　排ガス及び周辺環境の調査結果は、公害防止審査委員会で審議され、周辺住民の方に公表しています。
　また、ホームページでも公開しています。

　   ●問い合わせ 市運転管理センター　☎25－2111　FAX25－2112
市環境企画課　　　　☎22－2230　FAX22－2247



吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

【
金
融
商
品
の
勧
誘
に
注
意
し
ま
し
ょ

　う
！
】

　
株
式
、
投
資
信
託
、
Ｆ
Ｘ
、
フ
ァ
ン

ド
な
ど
、
金
融
商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
低
金
利
時
代
を
背
景
に
「
配
当
が
良

い
」「
絶
対
に
儲
か
る
」
な
ど
と
電
話

や
訪
問
で
勧
誘
す
る
詐
欺
的
な
業
者
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
金
融
商
品
を
販
売
で
き
る
業

者
か
ど
う
か
を
、
金
融
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

経
済
の
話
や
、
さ
も
あ
り
そ
う
な
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
ら
れ
ま
す
が
、
全
て
を

信
用
せ
ず
、
す
ぐ
に
は
契
約
し
な
い
で

家
族
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
金
融
機
関
で
勧
め
ら
れ
た
場

合
で
も
、
金
融
商
品
の
選
択
は
相
手
任

せ
に
せ
ず
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
理

解
で
き
る
ま
で
質
問
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト

も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
必
ず
儲
か
る
と
い
っ
た
う
ま
い
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。
仕
組
み
が
理
解
で
き
な

い
金
融
商
品
は
、
契
約
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
総
務
課
内
）

☎
36－

１
８
４
０

℻
22－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

　
12
月
７
日
、
市
役
所
本
館
１
階
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
人
権
の
花
運

動
」
写
生
大
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
主
に
小
学
生
を
対

象
と
し
た
人
権
啓
発
運
動
で
す
。
花

の
種
子
や
球
根
な
ど
を
児
童
が
協
力

し
な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と
で
、
や

さ
し
い
思
い
や
り
の
心
を
体
得
さ
せ
、

人
権
思
想
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。
毎
年
、
市
内
の

小
学
校
の
う
ち
２
校
で
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
鴨
島
小
学
校
と
知
恵
島
小

学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

〇
鴨
島
小
学
校

　
最
優
秀
賞
　
田
村 

梨
緒
　
　
５
年

　
優
秀
賞
　
　
植
木 

汀
　
　
　
５
年

　
　
　
　
　
　
川
村 

は
る
　
　
５
年

　
　
　
　
　
　
高
橋 

虎
太
郎
　
５
年

　
　
　
　
　
　
髙
見 

陽
菜
　
　
５
年

〇
知
恵
島
小
学
校

　
最
優
秀
賞
　
三
好 

妃
夏
　
　
５
年

　
優
秀
賞
　
　
小
椋 

さ
く
ら
　
５
年

　
　
　
　
　
　
玉
井 

雅
章
　
　
５
年

　
　
　
　
　
　
天
元 

七
実
　
　
５
年

　
　
　
　
　
　
戸
井 

咲
和
　
　
５
年

「
人
権
の
花
運
動
」

　
　
　
　写
生
大
会
表
彰
式

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課
　
　
　
　
☎
22－

２
２
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
７

　

鴨島小学校知恵島小学校

〈人　　　権　　　相　　　談〉

１月23日㈫ 13:30〜16:00 山川公民館研修室３

２月８日㈭ 13:30〜16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉

２月５日㈪ 10:00〜12:00 山川公民館研修室１

２月６日㈫ 13:00〜15:30 川島公民館会議室　

２月８日㈭   9:00〜12:00 市役所本館１階相談室

２月15日㈭ 13:00〜16:00 美郷支所会議室　

〈司法書士会による無料法律相談〉

１月19日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

２月16日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

火　災

10
月 ４件

累
計 13件

救急出動

10
月

170
件

累
計

1,643
件

※
累
計
は
平
成
29
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

納
期
限
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
31
日
㈬

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
に
つ
い
て
　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相

談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
都
合
の
良

い
日
を
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　
　
　
　
　

☎
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２
２
１
５

℻
22−
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市
国
保
年
金
課　
　
　

☎
22−

２
２
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３

℻
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２
２
４
３

主催　市人権課・市人権教育推進協議会
《問い合わせ》 ☎22－2229　FAX22－2247

E-mail jinken@yoshinogawa.i-tokushima.jp

　H I VやA I D S（エイズ）のこと、また日本の現状がどうなっているのか、あまり
分からない方も多いのではないでしょうか？みんなで改めて考えてみましょう。

2017年度　第４回吉野川市人権講座

「HIV/AIDSの現状とHIV陽性者への支援」

講師  清水  茂徳  氏
　 （しみず　しげのり）

ライフ･エイズ･プロジェクト（LAP）代表
東日本国際大学 准教授

日本エイズ学会 会員　他

プロフィール

　H I Vが投げかける「いかに生きるべきか」という
問に対し、自分自身のL I F E（日々の生活、人生）
をより充実した、実りあるものにしていくことが、
その問への一つの答えになるのではないかと考え、
1993年２月、H I V陽性者の友人らとH I V陽性者
への社会的支援グループ「ライフ・エイズ・プロジ
ェクト（LAP）」を設立。
　当事者とともに、グループミーティングなどの社
会的支援活動をはじめ、電話相談、会報やホームペ
ージを通じた情報提供など、幅広く活動している。

と　き　　２月24日 （土）　
日　程　　受　  付　13：30～
　　　　　　　講 演 会　14：00～15：30
　　　　　　　※参加費無料　
ところ　　交流センター（吉野川市川島町桒村2827－70） 

吉野川市人権教育推進協議会講演会の案内
　
と　き　４月20日（金）15：00～16：30（予定）
ところ　吉野川市役所本館 ３階 大会議室
講　師　はなし人／元熊本市食肉センター解体作業員
　　　　　　　　　　　　　　　　坂本 義喜（さかもと よしき）氏
演　題 「いのちと仕事  いのちをいただく」
参加費　無料
　人間は動物の命を食べることで生きています。命を提供してくれる動物た
ちへの感謝と食肉解体の仕事について伝えていただくとともに、その仕事に
対する誇りと差別の解消をお話しいただきます。
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広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－2244

主催　市人権課・市人権教育推進協議会
《問い合わせ》 ☎22－2229　FAX22－2247

E-mail jinken@yoshinogawa.i-tokushima.jp

　H I VやA I D S（エイズ）のこと、また日本の現状がどうなっているのか、あまり
分からない方も多いのではないでしょうか？みんなで改めて考えてみましょう。
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一
列
で　

ま
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す
ぐ
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く　
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有
持　
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年
）

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を!

い
て
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。

若
者
を
投
票
立
会
人
に

選
任

　
「
投
票
立
会
人
」
は
、
各
投
票

区
内
で
選
ば
れ
た
有
権
者
が
、
適

正
か
つ
公
正
に
投
票
が
行
わ
れ
て

い
る
か
を
投
票
所
で
確
認
す
る
仕

事
で
す
。

　

10
月
22
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議

院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
で
は
、川
島
投
票

区
の
鴻
野
ま
ど
か
さ
ん
（
19
）
を
投

票
立
会
人
と
し
て
選
任
し
ま
し
た
。

　

鴻
野
さ
ん
は
、「
い
つ
も
は
投

票
す
る
側
だ
が
、
今
回
は
反
対
側

か
ら
選
挙
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

新
鮮
な
経
験
だ
っ
た
。
若
者
の
投

票
率
が
低
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た

が
、
実
際
に
投
票
に
来
る
人
を
見

て
、
そ
の
現
状
を
実
感
し
た
。
家

族
で
投
票
に
来
る
人
が
多
か
っ
た

の
で
、
身
近
な
人
を
誘
っ
て
一
緒

に
投
票
に
行
く
こ
と
が
、
投
票
率

を
上
げ
る
一
番
良
い
方
法
な
の
で

は
な
い
の
か
な
と
思
っ
た
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

防
火
パ
レ
ー
ド

　

１
１
９
番
の
日
で
あ
る
11
月
９

日
か
ら
１
週
間
、「
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
11
月
９
日
に
市

消
防
団
・
徳
島
中
央
広
域
連
合
消

防
本
部
・
阿
波
吉
野
川
警
察
署
合

同
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
、
市

内
全
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標

語
は
、「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を

形
に　

習
慣
に
」
で
す
。
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。
一
人
一
人
が

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

火
災
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
や
貴
重

な
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
、「
火
災

 

女
性
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催

　

11
月
２
日
、
28
日
に
吉
野
川
市

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
女
性

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

２
日
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
Ｔ
Ｍ
の
浪
越
あ
ゆ
み

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
イ
ラ
イ
ラ

や
怒
り
の
感
情
と
上
手
に
付
き
合

う
手
法
で
あ
る
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

28
日
は
、
提
案
能
力
向
上
の
た

め
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
操
作
に
つアンガーマネジメントについて

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催

　

11
月
17
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
神
経
内
科
医
乾
俊
夫
氏

を
講
師
に
迎
え
、
軽
度
認
知
機
能

障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）、認
知
症
予
防（
特

に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
予
防
）

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
脳
に
良
い
生
活
の
六

つ
の
柱
と
し
て
、
定
期
的
な
運
動

（
有
酸
素
運
動
を
30
分
以
上
、
週

に
５
日
間
行
う
こ
と
な
ど
）、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
脳
を

使
う
取
り
組
み
（
楽
器
の
演
奏
な

ど
）、
良
好
な
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
解

消
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
な
ど
認

知
症
予
防
の
話
が
あ
り
、
参
加
者

は
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

スクリーンを用いて具体的な説明

鴻野まどかさん

パワーポイント操作について

防火パレードに出動する消防車

 

収
穫
感
謝
祭

　

11
月
10
日
、
認
定
こ
ど
も
園
め

ぐ
み
幼
稚
園
め
ぐ
み
保
育
園
の
園

児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
柿
や

リ
ン
ゴ
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　

園
で
は
毎
年
収
穫
を
祝
い
、
日

ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

果
物
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て

い
ま
す
。

園児の皆さん、ありがとう！



並
列
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未
来
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う　
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故
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と
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菅
谷　
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美
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森
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学
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年
）

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝

　

12
月
３
日
、
美
郷
地
域
一
円
で
、

第
41
回
吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
60
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

６
区
間
約
20
㎞
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
部
門

優　

勝　

徳
島
東
工
Ｏ
Ｂ 

Ａ

　
　
（
タ
イ
ム
１
時
間
４
分
36
秒
）

準
優
勝　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｎ

　
　
（
タ
イ
ム
１
時
間
５
分
19
秒
）

第
３
位　

徳
島
駅
伝
吉
野
川
市
選

手
団
Ｂ

　
　
（
タ
イ
ム
１
時
間
７
分
10
秒
）

吉
野
川
市
戦
没
者
追
悼

式
で
平
和
を
誓
う

　

11
月
18
日
、
鴨
島
公
民
館
に
て

平
成
29
年
度
吉
野
川
市
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
追
悼
式

に
は
遺
族
、
来
賓
３
５
０
人
が
参

列
し
、
御
霊
に
献
花
を
行
い
、
戦

没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、
恒
久
平
和
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

　

追
悼
の
言
葉
で
は
、
多
く
の
来

賓
の
方
々
に
続
き
、
中
学
生
を
代

表
し
て
市
立
川
島
中
学
校
３
年
の

喜
多
琉
輝
さ
ん
か
ら
、「
戦
没
者

梅
酒
ま
つ
り
開
催

の
方
々
の
死
を
無
駄
に
せ
ず
、
平

和
の
大
切
さ
を
語
り
継
ぎ
ま
す
。」

と
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
25
・
26
日
の
２
日
間
、
第

９
回
美
郷
梅
酒
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
梅
酒
を
飲
み
比

べ
た
り
、
梅
酒
以
外
に
も
各
所
自

慢
の
手
打
ち
そ
ば
や
新
鮮
野
菜
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
梅
を
使
っ
た
カ

レ
ー
な
ど
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、

紅
葉
に
彩
ら
れ
た
秋
の
美
郷
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

梅酒で女子会！乾杯！

誓いの言葉を述べる喜多琉
る

輝
き

さん

○
女
子
部
門

優　

勝　

ア
ー
リ
ー 

ク
ッ
キ
ー
ズ

　
　
（
タ
イ
ム
１
時
間
22
分
33
秒
）

準
優
勝　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｙ

　
　
（
タ
イ
ム
１
時
間
24
分
50
秒
）

第
３
位　

ｔ
ｅ
ａ
ｍ
，
Ｍ
Ｙ
Ｏ
Ｚ

Ａ
Ｉ 

　
　
（
タ
イ
ム
１
時
間
25
分
０
秒
）一斉にスタートする選手

２
０
１
７
ち
び
っ
こ
ド
ー

ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
月
25
日
、
川
島
こ
ど
も
園
に

お
い
て
吉
野
川
市
子
育
て
応
援
団

に
よ
り
「
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

川
島
こ
ど
も
園
５
歳
児
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、歌
や
踊
り
、ヒ
ー

ロ
ー
ブ
レ
イ
ク
シ
ョ
ー
、
リ
ト

ミ
ッ
ク
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

木
の
お
も
ち
ゃ
の
遊
び
や
工
作
、

似
顔
絵
、
写
真
撮
影
会
、
育
児
相

談
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

最
後
に
抽
選
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
夢
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

楽しい時間となりました

第
20
回
高
開
石
積
み

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

12
月
16
・
17
日
、
美
郷
の
高
開

地
区
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幾
重
に
も
連
な
る
段
々
畑
の
石

積
み
が
、
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
、

美
郷
の
冬
空
に
幻
想
的
な
光
景
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、
あ

め
湯
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
し

な
が
ら
、
暗
闇
に
映
え
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

優美で幻想的な雰囲気に包まれた
石積みのライトアップ



油
だ
ん
せ
ず　

車
に
心
に　

早
め
の
ブ
レ
ー
キ
を
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岡
本　

実
優
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
５
年
）

不法投棄は大変な犯罪です!! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25－6110　市環境企画課 ☎22－2230 ℻22－2247

平
成
30
年
度
市
立
小
・
中
学
校

入
学
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

に
、
教
育
委
員
会
か
ら
１
月
中
に
入
学

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
学
届
に
記

名
押
印
の
上
、
２
月
末
日
ま
で
に
指
定

さ
れ
た
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
学
校
入
学
該
当
者

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年
４
月

１
日
生
ま
れ

◆
中
学
校
入
学
該
当
者

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月

１
日
生
ま
れ

  

な
お
、
入
学
し
が
た
い
事
由
が
あ
る

場
合
や
、
指
定
さ
れ
た
学
校
以
外
の
学

校
へ
入
学
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
教
育
委
員
会
（
東
館
３
階
）
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課　　
☎
22−

２
２
７
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

緑
の
募
金
の
実
績
報
告

　

平
成
29
年
度
緑
の
募
金
（
秋
の
家
庭

募
金
）
で
は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
春
に
実
施
し
た
学
校
募
金
と

合
わ
せ
て
、
約
２
６
０
万
円
の
募
金
を

（
公
社
）
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構

へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

緑
の
募
金
は
、
水
源
地
域
や
里
山
で

の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整

備
、
身
の
周
り
の
緑
化
、

間
伐
材
の
利
用
促
進
、

緑
化
推
進
に
係
る
国
際

協
力
な
ど
、
幅
広
く
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
農
地
林
業
課
内

（
公
社
）
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構

吉
野
川
支
部　
　　
☎
22−

２
２
２
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
３
７

平
成
30
年
度
小
規
模
工
事
等
受
注

希
望
者
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

　

本
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
な

ど
の
受
注
を
希
望
す
る
方
を
登
録
し
、

市
内
小
規
模
事
業
者
の
受
注
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
小
規
模
工
事

等
受
注
希
望
者
登
録
制
度
』
の
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
事

項
に
留
意
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
工
事　

１
件
が
20
万
円
未

満
の
軽
易
な
工
事
や
修
繕
な
ど

登
録
で
き
る
方　

次
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、
経
営
組

織
の
内
容
、
従
業
員
数
は
問
い
ま
せ
ん

○
市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
住
所

を
有
す
る
方

○
一
般
（
指
名
）
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方

○
希
望
す
る
小
規
模
工
事
等
を
履
行
す

る
た
め
に
必
要
な
資
格
お
よ
び
免
許
な

ど
を
有
す
る
方

登
録
に
必
要
な
も
の　

登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
書
類
を
監
理
課
契
約
係

（
東
館
２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登
録
申

請
書
（
様
式
第
１
号
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
監
理
課
契
約
係
の

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

○
納
税
証
明
書
（
全
科
目
完
納
し
た
も

の
に
限
る
。
法
人
登
録
の
あ
る
方
は
法

人
名
、
個
人
の
方
は
個
人
名
で
取
得
。

平
成
29
年
度
分
は
税
務
課
で
交
付
）

○
資
格
、
免
許
な
ど
が
必
要
な
業
種
を

希
望
す
る
方
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
資
格

証
や
免
許
証
の
写
し

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈭
～
３
月
20
日

㈫　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

登
録
の
有
効
期
間　

平
成
30
年
６
月
１

日
か
ら
翌
年
５
月
31
日
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
監
理
課　
　
　　
☎
22−

２
２
５
２

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2011010400016/

種　類 金　額
家庭（自治会）募金 2,355,900円
学 校 募 金 250,720円

合　　計 2,606,620円



自
転
車
も　

歩
行
者
と
な
ら　

加
害
者
に

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

川
原　

紺
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
５
年
）

冬季の節電・省エネルギー対策について
～節電へのご協力をお願いします～

寒
さ
か
ら

　
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
凍
っ

た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
多

い
の
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ

②
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

③
水
道
管
の
あ
る
場
所
が
風
当
た
り
の

強
い
と
こ
ろ

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

ま
ず
、
止
水
栓
を
し
め
て
水
を
止
め

ま
す
。
そ
し
て
、
破
裂
し
た
部
分
に
布

か
テ
ー
プ
を
巻
き
付
け
て
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
最
寄
り
の
水
道
工
事
店
へ

修
理
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
蛇
口
付
近
に
か
ぶ
せ
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
溶
か
し
ま
す
。
熱
湯
を
か
け
る
と

破
裂
や
ひ
び
割
れ
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　　
☎
22−

２
２
５
７　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
５
４

「
吉
野
川
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」改
訂
版
に
掲
載
の
広
告

主
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き

や
市
民
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報
、
地

元
特
産
品
の
紹
介
、
観
光
、
文
化
な
ど

地
域
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
た
「
吉

野
川
市
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
改

訂
版
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働

で
作
成
し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

が
広
告
主
を
募
集
し
、
そ
の
広
告
費
で

印
刷
・
製
本
、
配
布
す
る
た
め
、
行
政

の
財
政
負
担
を
伴
い
ま
せ
ん
。

　

広
告
主
募
集
の
た
め
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
担
当
者
が
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

●
広
告
掲
載
に
つ
い
て

　

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
徳
島
支
店

　　
☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
５
３
０

　　
℻
０
８
８
（
６
２
３
）
４
７
７
９

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

　

市
秘
書
広
報
課　
☎
22−

２
２
０
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
４

市
営
墓
地
の
使
用
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　

生
福
墓
地
（
鴨
島
町
山
路
字
生
福
）

お
よ
び
先
須
賀
東
墓
地
（
鴨
島
町
牛
島

先
須
賀
ノ
一
）
の
使
用
者
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
使
用
を
希
望
す
る
方
は
、

環
境
企
画
課
（
本
館
２
階
）
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

使
用
料　

１
区
画
５
㎡
の
場
合
43
万
円

残
区
画
数　

生
福
墓
地（
68
区
画
）

　
　
　
　
　

先
須
賀
東
墓
地（
11
区
画
）

※
平
均
１
区
画
面
積
約
５
㎡

申
込
者
の
資
格　

市
内
に
住
所
も
し
く

は
本
籍
を
有
す
る
方
で
、
現
在
市
営
墓

地
を
使
用
し
て
い
な
い
方
。

申
し
込
み
方
法　

環
境
企
画
課
ま
で
お

越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
希
望
の
区

画
を
予
約
し
て
、
後
日
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
な
ど
は

先
着
順
と
し
ま
す
。
環
境
企
画
課
に
お

い
て
使
用
価
格
、
空
区
画
な
ど
が
確
認

で
き
る
区
画
図
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

希
望
の
区
画
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
環
境
企
画
課　　
☎
22−

２
２
３
０

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
７

平
成
30
年
度
「
特
別
支
援
教
育
支

援
員
」
臨
時
職
員
の
登
録
者
募
集

資
格
等　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
教

諭
等
免
許
を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
み

の
方
）

日
額
賃
金　

８
０
０
０
円

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
30
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

任
期
満
了
後
継
続
し
て
任
用
が
必
要
な

と
き
は
、
６
カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で

任
用
し
ま
す
。

申
込
方
法  

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
（
東
館
３

階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
教
諭
等
免
許
状
の
写
し
を
必
ず
添
付

し
て
く
だ
さ
い
（
取
得
見
込
み
の
方
は

取
得
後
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
込
期
限　

３
月
９
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
学
校
教
育
課　　
☎
22−

２
２
７
３

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０



い
っ
し
ゅ
ん
の　

気
持
ち
の
ゆ
る
み　

事
故
の
も
と

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

来
見　

顕
昭
（
西
麻
植
小
学
校
５
年
）

[空調]　重ね着などをして、室温20℃を心がける｡

平
成
30
年
度
「
吉
野
川
市
臨
時

職
員
」
の
登
録
者
募
集

　

平
成
30
年
度
吉
野
川
市
臨
時
職
員
任

用
予
定
者
名
簿
に
登
録
希
望
の
方
は
、

次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的

に
任
用
し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】
事
務
補
助
員
・
労
務
作

業
員
・
学
校
技
能
員
等

【
教
諭
・
保
育
士
等
】
幼
稚
園
教
諭
免
許
、

保
育
士
資
格
等
、資
格
を
有
す
る
方（
取

得
見
込
み
の
方
）

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
等
】

保
健
師
免
許
、
管
理
栄
養
士
免
許
、
看

護
師
免
許
等
、
資
格
を
有
す
る
方
（
取

得
見
込
み
の
方
）

日
額
賃
金

●
一
般
事
務
職
、
学
校
技
能
員
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
０
円

●
助
教
諭
、
保
育
士
（
免
許
、
資
格
必

要
）　　
　
　
　　
　
　

９
０
０
０
円

●
助
教
諭
、
保
育
士
（
担
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
１
５
０
円

●
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
（
免
許
、
資

格
必
要
）　　
　　
　
　

８
０
０
０
円

●
看
護
師
・
調
理
員
等
（
免
許
必
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
５
０
０
円

●
道
路
等
作
業
員　
　
　

８
３
０
０
円

●
清
掃
作
業
員　
　
　
　

９
４
０
０
円

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別

途
通
勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
方
法　

履
歴
書
に
希
望
す
る
職
種

な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
幼
稚
園

勤
務
希
望
の
方
は
こ
ど
も
未
来
課
（
本

館
１
階
）
へ
、
学
校
技
能
員
希
望
の
方

は
教
育
総
務
課
（
東
館
３
階
）
へ
、
そ

の
他
の
職
種
希
望
の
方
は
総
務
課
（
本

館
３
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
教
諭
・
保

育
士
・
看
護
師
な
ど
に
つ
い
て
は
、
資

格
証
等
の
写
し
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
販
の
履
歴
書
（
Ａ
３
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

１
月
31
日
㈬

選
考
方
法　
　

書
類
選
考
な
ど

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
30
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
総
務
課　
　
　　
☎
22−

２
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
４

市
こ
ど
も
未
来
課　
☎
22−

２
２
６
９

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

市
教
育
総
務
課　　
☎
22−

２
２
７
２

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

平
成
30
年
度
「
身
体
障
が
い
者

を
対
象
と
し
た
吉
野
川
市
臨
時

職
員
」
の
登
録
者
募
集

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
身
体
障

が
い
者
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
度
吉
野
川
市

臨
時
職
員
任
用
予
定
者
名
簿
に
登
録
希

望
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
、

次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的

に
任
用
し
ま
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】
事
務
補
助
員

申
込
資
格

　

次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
が
い
者
の
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
か
ら

６
級
ま
で
の
方
（
平
成
30
年
４
月
１
日

ま
で
に
交
付
さ
れ
る
見
込
み
の
者
を
含

む
）

②
自
力
に
よ
る
通
勤
が
可
能
で
、
か
つ
、

介
助
者
な
し
に
原
則
１
日
７
時
間
45
分
、

週
５
日
間
、
計
38
時
間
45
分
の
職
務
の

遂
行
が
可
能
な
方

③
活
字
印
刷
文
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
使
用

に
対
応
可
能
な
方

④
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項

に
該
当
し
な
い
方

日
額
賃
金　

７
０
０
０
円

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別

途
通
勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写

し
を
添
え
て
、
総
務
課
（
本
館
３
階
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
28
日
㈬

選
考
方
法　

書
類
選
考
な
ど

任
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
30
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
任
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
任
用
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
総
務
課　
　
　　
☎
22−

２
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
４



前
を
見
て
！
！　

な
が
ら
ス
マ
ホ
は　

事
故
の
も
と

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

髙
見　

陽
菜
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）

[空調]　窓には厚手のカーテンを掛ける｡

嘱
託
職
員
募
集

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
資
格
等
を
証
す
る
書
類
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
、
各
求
人
課
な
ど
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
／
書
類
お
よ
び
面
接

雇
用
期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

１
年
間
（
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入
）

勤
務
時
間
／
週
29
時
間
以
内
／
通
勤
距

離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別
途
通
勤
手

当
を
支
給

●
子
ど
も
相
談
室

募
集
人
員　

１
人

職
務
内
容　

児
童
養
育
、
児
童
福
祉
、

母
子
・
父
子
家
庭
の
相
談
な
ど

資
格
等　

教
諭
免
許
等
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許

月
額
賃
金　

15
万
５
０
０
０
円

申
込
期
限　

２
月
13
日
㈫

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
子
ど
も
相
談
室　
☎
22−

２
２
６
７

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

●
山
川
公
民
館

募
集
人
員　

１
人

職
務
内
容　

公
民
館
業
務

資
格
等　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
パ

ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
方

月
額
賃
金　

13
万
５
０
０
０
円

申
込
期
限　

２
月
９
日
㈮

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

●
図
書
館

募
集
人
員　

市
立
図
書
館
若
干
名

職
務
内
容　

図
書
館
業
務

資
格
等　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
パ

ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
方

※
図
書
館
司
書
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、

資
格
者
証
な
ど
の
写
し
を
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

月
額
賃
金

図
書
館
司
書
の
資
格
を
有
す
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　

14
万
０
０
０
０
円

図
書
館
司
書
の
資
格
を
有
し
な
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　

13
万
５
０
０
０
円

申
込
期
限  

２
月
９
日
㈮

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

●
市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　

１
人

職
務
内
容　

青
少
年
育
成
補
導
セ
ン

タ
ー
業
務

資
格
等　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
パ

ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
方

月
額
賃
金　

13
万
５
０
０
０
円

申
込
期
限  

２
月
９
日
㈮

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

●
西
麻
植
教
育
集
会
所

募
集
人
員　

１
人

職
務
内
容　

教
育
集
会
所
業
務

資
格
等　

教
員
免
許
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
る
方

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

申
込
期
限　

２
月
９
日
㈮

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

介
護
支
援
専
門
員　
　
　
　
　

若
干
名

主
任
介
護
支
援
専
門
員　
　
　

若
干
名

社
会
福
祉
士　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

職
務
内
容　

介
護
保
険
要
支
援
認
定
者

お
よ
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
対
象
者
に
対
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
な
ど

月
額
賃
金　

16
万
５
０
０
０
円

申
込
期
限　

２
月
９
日
㈮

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

市
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　　
☎
22−

２
２
６
５

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０



夜
の
道　

ラ
イ
ト
で
ア
ピ
ー
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ぼ
く
の
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所

《
交
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安
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標
語
優
秀
作
》

笠
井　

健
介
（
知
恵
島
小
学
校
５
年
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[照明]　不要な照明をできるだけ消す｡

臨時職員の募集
職種　一般事務補助（パソコン文書
作成・表計算ソフトが使用できる方）
勤務先　中央広域環境施設組合　中
央広域環境センター
勤務時間　午前８時30分～午後５時
15分
賃金　日額6200円
募集人数　１人
応募方法　市販の履歴書に必要事項

（写真必要）を記入し、応募先まで
持参してください（郵送提出不可）
募集期間　１月15日㈪～１月26日
㈮
選考試験　２月９日㈮
受付　午前８時30分
試験開始　午前９時
試験会場　中央広域環境施設組合　
中央広域環境センター

問い合わせ・応募先
阿波市吉野町西条字藤原70-1
中央広域環境施設組合総務課
☎088（637）7127
℻088（637）7128

国の教育ローン
　「国の教育ローン」は、高校、短大、
大学、専修学校、各種学校や外国の
高校、大学などに入学・在学するお
子さんをお持ちの家庭を対象とした
公的な融資制度です。
融資額　お子さん１人につき350万
円以内
金利　年1.76パーセント
※母子家庭の方などは年1.36パーセ
ント（平成29年11月10日現在）
返済期間　15年以内
※母子家庭の方などは18年以内
【ホームページは「国の教育ローン」
で検索】

問い合わせ
教育ローンコールセンター
☎0570-008656（ナビダイヤル）
または、
☎03（5321）8656
℻03（5321）8658

「税の標語」で入賞

　全国間税会総連合会ならびに阿波
麻植間税会が募集した平成29年度

「税の標語」に、吉野川市内の小中
学校から953点の応募があり、35
点が入賞しました。
　この募集は、将来を担う小・中学
生が、税に関することを題材とした
標語を作ることで、税について関心
を持ち、正しい理解を深めることを
目的として、毎年実施しています。
　上位入賞者は、次の皆さんです。
吉野川市長賞
　　近藤　美都さん

（森山小学校６年）
川島税務署　署長賞
　　塩田　結万さん

（西麻植小学校６年）
吉野川・阿波租税教育推進協議会　
会長賞
　　友成　優太さん

（上浦小学校５年）
四国税理士会川島支部　支部長賞
　　多田　海乃さん

（市立川島中学校２年）
阿波麻植間税会　会長賞
　　大塚　智昭さん

（鴨島第一中学校１年）
問い合わせ
阿波麻植間税会事務局
☎36−3228　℻36−5984

巡回職業相談
対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業相
談、職業についての知識や就職の心
構えについて指導
※雇用保険の受け付けは行いません。
【山川】
とき　２月５日㈪
　　　午前10時～ 11時30分
ところ　八坂会館
【川島】
とき　３月14日㈬
　　　午後１時30分～２時30分
ところ　こだま会館
問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24−2166　℻22−0410

働くことを希望する若者の
就労・悩み相談
　働くことを希望している15歳～
39歳までの若者を対象に、これから
のことを一緒に考えます。子どもの
自立に悩む家族の相談も実施します。
　相談は無料で、秘密は厳守します
ので、気軽にご相談ください。
※事前に予約が必要です。
とき　
○１月24日㈬　　午後１時～４時
○２月23日㈮　　午後１時～４時
ところ　ハローワーク吉野川
　　　　２階会議室

問い合わせ
あわ地域若者サポートステーション
☎088（637）7553
℻088（696）2510

清掃ボランティアのご案内
　除草作業、清掃作業を行います。
江川湧水源周辺
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」

（吉野川医療センター西側）
作業日時　２月１日㈭
　　　　午前６時30分～７時30分
多津美橋～江川・鴨島公園
集合場所　多津美橋あずまや
　　　　　　（鴨島第一中学校西側）
作業日時　２月１日㈭

午前７時～８時

問い合わせ
ＮＰＯ法人江川エコフレンド
☎090（2892）6463
℻24−5113（瀬尾）

指名願の受け付け
受付期間　２月１日㈭〜３月30日㈮
必着（郵送可）
有効期間　平成30年４月１日から
１年間（平成30年度）
種類　建設工事、測量・建設コンサ
ルタント関係、運輸関係（一般貨物
運送業許可業者）、物品の製造・買
い入れ・売り払い、役務の提供関係
問い合わせ・提出先
〒771-1402
阿波市吉野町西条字藤原70- １
中央広域環境施設組合　業務課
☎088（637）7127
℻088（637）7128
※申請書類などはホームページから
もダウンロードできます。
ホームページアドレス
http://www.ck-kankyou.org/

吉野川市長賞を受賞した近藤さん



右
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瑛
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学
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５
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[照明]　照明器具を購入するときは、省エネ型の
電球形蛍光ランプやＬＥＤ電球等を選択する｡

文化研修センター通信
　○特別講演会
とき　３月25日㈰
　　　開場　午後１時　　　
　　　開演　午後１時30分
ところ　文化研修センター
　　　　（多目的ホール）
入場料　無料（整理券が必要）
講師　艸場　よしみ（くさば　よし
み）　さん
 

演題　世界で一番貧しい大統領「ム
ヒカさんのメッセージ」
整理券取り扱い　文化研修センター
　○ファミリーコンサート
とき　２月25日㈰
　　　開演　午後２時
ところ　文化研修センター
　　　　（多目的ホール）

阿波吉野川警察署だより
　今年も皆さんと一緒に犯罪のない
安全で安心なまちづくりをめざしま
しょう。また、交通マナーの向上に
努め、ルールを守り悲惨な交通死亡
事故「ゼロ」をめざしましょう。

緊急時あなたを守る緊急ダイヤル
110番　　　　　　　
☆110番通報６つのポイント
①何（事案名、事件・事故）があり
ましたか？
②どこ（場所）でありましたか？
　近くの目標物（目印）は？
③何時にありましたか？
　○時○分ころ
④犯人・不審者などは？
　人数、人相、服装、逃走方向は？

鴨島公民館だより
★江川わくわくホールイベント案内
○生涯学習発表会・展示
とき　２月11日㈰㈷
開演　午後１時
入場料　無料
展示の部　１月25日㈭～２月12日
㈪（振替）
場所　１階ロビー　
○子ども文化祭
とき　２月12日㈪（振替）
開演　正午
発表の部　バレエ、ダンス、ピアノ、
三味線、空手、舞踊、手品、ヨーヨー、
暗算などの特技を発表します。
展示の部　子どものスマイル写真を
３階ホワイエにて展示します。
★講座案内（参加費無料）
○そこがもっと知りたい
～高齢者を災害から守る住まいの
　いろいろな対策法～
とき　１月22日㈪
　　　午後１時30分～２時45分
○元気づくり体操～ことばの体操～
とき　1月25日㈭
　　　午後１時30分～３時
○子どもえいが会　
～チャーリーとこぐまのミモ～　
とき　１月27日㈯
　　　午前10時30分
○歴史
～忌部研究最前線−海部の和奈佐比
古と鷲住王～
とき　2月17日㈯
　　　午前10時～ 11時30分
★募集
○平成30年度の講座・教室のボラ
ンティア講師さんを募集します。気
軽にお声をおかけください。
問い合わせ・申し込み
鴨島公民館
☎24−5111　℻24−5113

「明治150年」に関する
取り組みについて
（内閣官房からのお知らせ）
　平成30年（2018年）は、明治
元年（1868年）から起算して満
150年に当たります。
　政府では、「明治150年」関連施
策として、地方公共団体や民間も含
めて、全国で取り組みを推進してい
ます。詳しくは、以下のホームペー
ジをごらんください。
http://www.kantei.go.jp/jp/
singi/meiji150/portal/

 
問い合わせ
内閣官房「明治150年」関連施策
推進室
☎03（5253）2111

⑤今、どうなっていますか？
　けが人、被害の状況は？
⑥あなたの住所、氏名、連絡先は？
☆110番通報は慌てず落ち着いて
　県下の110番通報は、すべて県
警察本部の通信指令課につながりま
す。通信指令課は、110番通報を
受けると同時に、通報先を管轄する
警察署のパトカーや交番などの警察
官を現場へ出動させ、通報した皆さ
んの緊急事態の解消に努めます。通
話中でもパトカーや警察官が現場に
向かうようにしています。
☆耳やことばの不自由な方は
○メール110番
　（http://toku110.jp）
○FAX110番
　☎088（655）3110

総務省四国行政評価支局移転
のお知らせ
　総務省四国行政評価支局は、平成
29年12月25日に、新庁舎に移転
しました。
住所
〒760-0019
香川県高松市サンポート３番33号　
高松サンポート合同庁舎南館６階
問い合わせ
総務省四国行政評価支局

（代表）
☎087（826）0671
℻087（826）0676

（行政苦情）　　☎087（826）1100
（全国共通番号）☎0570-090110

お急ぎでないご相談は
☆警察に対する意見・要望・警察安
全相談
　☎088（653）9110　〔#9110〕
☆犯罪被害者相談・心のケア
　☎088（656）8080
☆子どもたちの悩みごと相談
　☎088（625）8900
☆子どもたちのいじめに関する相談
　☎088（623）7324
☆運転免許に関する相談
　☎088（662）0561

問い合わせ
阿波吉野川警察署
☎25−6110　℻25−6133
鴨島町交番　☎24−2331

出演　鴨島ウインドアンサンブル
（吉野川市文化協会団体会員）
入場料　無料
　○平成30年度文化研修センター
　　前期講座案内
受付期間　２月９日㈮～３月12日㈪
　　　　　午前９時～午後５時
受付場所　文化研修センター
受講料　
　10回コース　5,000円
　20回コース　10,000円
※詳細は、市内の公民館や文化施設
などに備え付けています講座案内で
ご確認ください。　
問い合わせ
文化研修センター
☎22−0015　℻22−0016



安
全
だ　

そ
の
思
い
こ
み
が　

事
故
ま
ね
く

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

岩
井　

梨
乃
（
学
島
小
学
校
５
年
）

[電力消費機器]　冷蔵庫は設定温度を「弱」に変え、扉を開ける
時間を減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする。

　
介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、「
介
護
老
人

福
祉
施
設
」、「
介
護
老
人
保
健
施
設
」、

そ
し
て
「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」
で
す
。

○
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）

　

常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
の
生
活

が
困
難
な
高
齢
者
の
た
め
の
入
所
施
設
で

す
。

　

食
事
、
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
の
日
常
生

活
の
介
護
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

要
介
護
３
以
上
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
介
護
老
人
保
健
施
設

　

病
状
が
安
定
し
て
い
る
人
が
自
宅
へ
戻

れ
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
と
し
た
ケ

ア
を
行
い
ま
す
。

　

医
学
的
な
管
理
の
も
と
で
、
日
常
生
活

の
介
護
や
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

要
介
護
１
～
５
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

急
性
期
の
治
療
が
終
わ
り
、
病
状
は
安

定
し
て
い
る
も
の
の
、
長
期
間
に
わ
た
り

療
養
が
必
要
な
高
齢
者
の
た
め
の
医
療
施

設
で
す
。

　

医
療
、
看
護
、
介
護
な
ど
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

要
介
護
１
～
５
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
た
場
合
に
は
、

①
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
ま
た
は
２

割
、
②
食
事
代
、
③
居
住
費
、
④
日
常
生

活
費
（
理
容
代
な
ど
）
が
、
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
一
定
額
以
上

の
資
産
（
単
身
で
１
０
０
０
万
円
、
夫
婦

で
２
０
０
０
万
円
）
を
保
有
し
て
い
な
い

場
合
は
、
食
事
代
と
居
住
費
の
減
額
が
受

け
ら
れ
る
負
担
限
度
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険

課
に
申
請
し
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

●問い合わせ　市介護保険課介護保険係　☎22−2264　FAX22−2260

　高齢者施設には、次のような施設もあり
ます。

■有料老人ホーム
○介護付有料老人ホーム
　介護や食事サービスを提供しています。
　○住宅型有料老人ホーム
　食事などのサービスが付いた高齢者向け
の居住施設です。介護が必要となった時に
は、ホーム外部の介護事業者と別途契約を
結び、サービスが受けられます。
　
■サービス付き高齢者向け住宅
　相談員が常駐しており、安否確認と生活
相談サービスを受けることができる住宅で
す。
　
■軽費老人ホーム／ケアハウス
　諸事情により、自宅での生活が困難な人
が入居できる、低料金の高齢者専用住宅で
す。
　
■養護老人ホーム
　身体的・経済的などの理由により、自宅
での生活が困難な方が入所できます。ただ
し、行政の措置決定が必要です。
　
■高齢者専用賃貸住宅（高専賃）
　高齢者専用の賃貸住宅です。
　
■グループホーム
　認知症高齢者が、少人数で共同生活をす
る施設です（要支援２～要介護５の方が利
用できます）。

みんなで支えよう
～介護保険～
みんなで支えよう
～介護保険～

　介護施設にはさまざまな種類があります。介護が中心、リ
ハビリを必要としているなど、どの程度医学的なケアが必要
かによって入所する施設を選択し、利用者が直接申し込んで
契約を結びます。

第４回　施設サービス
り
よ
だ
金
年
民
国

学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申

し
込
み
は
お
早
め
に

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

　
国
民
年
金
の
制
度
は
、
年
を

と
っ
た
と
き
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
そ
の
人
の

生
活
を
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
に

基
づ
く
も
の
で
す
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
仕
組
み

で
す
の
で
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
加

入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

　
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
、

そ
の
な
か
で
も
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

保
険
料
の
納
付
方
法

現
金
納
付
・
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
電
子
納
付

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

　「
２
年
前
納
」「
１
年
前
納
」

「
６
カ
月
前
納
（
４
月
〜
９
月

分
）」
で
、
平
成
30
年
４
月
以
降

の
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
、

２
月
28
日
㈬
ま
で
に
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
を
後
払
い
で
き

る
制
度
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
有
効
期
限
が
記
載

さ
れ
た
学
生
証
か
在
学
証
明
書
を

添
え
て
、
国
保
年
金
課
（
本
館
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
事
前
に
予
約
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

徳
島
（
オ
フ
ィ
ス
）
ま
た
は
国
保

年
金
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
相

談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
１
月
25
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
２
月
22
日
㈭  

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
、
ね
ん
き

ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

お
し
え
て
!!
　歯
医
者
さ
ん

第
21
回

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス

重
要
で
あ
り
、
私
た
ち
歯
科
医
は

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
診
断
に
関
し
て

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
で
の
治
療
は
、
人
工
唾
液

や
保
湿
ジ
ェ
ル
を
用
い
て
症
状
を

緩
和
さ
せ
る
対
症
療
法
、
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
る
唾
液
分
泌
の

促
進
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
が
主
体
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス

は
全
身
疾
患
が
関
与
し
て
い
る
場

合
や
常
用
薬
の
副
作
用
と
し
て
現

れ
る
場
合
が
多
く
、
直
接
的
な
原

因
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
歯
科

と
医
科
の
連
携
が
と
て
も
重
要
と

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
の
原
因
と
し
て
高
血
圧
症

に
対
す
る
降
圧
剤
の
副
作
用
が
疑

わ
れ
る
場
合
、
歯
科
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
循
環
器
内

科
と
連
携
し
て
副
作
用
の
少
な
い

薬
剤
へ
の
変
更
な
ど
で
対
処
し
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の

診
断
・
治
療
は
歯
科
が
窓
口
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
か
な
？
」
と

思
っ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
最
近
、
口
の
中
が
渇
い

て
、
し
ゃ
べ
り
づ
ら
か
っ
た
り
、

食
べ
物
が
飲
み
込
み
に
く
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
で

し
ょ
う
か
？

　

回
答
　

　
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
と
は
、

唾
液
分
泌
が
低
下
し
て
慢
性
的
に

口
の
中
が
乾
燥
す
る
症
状
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
口

や
の
ど
が
渇
く
」
「
し
ゃ
べ
り
づ

ら
い
」
「
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど

が
食
べ
に
く
い
」
「
味
が
お
か
し

い
」
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
口
臭

や
歯
周
病
、
む
し
歯
な
ど
を
引
き

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
近
年
、

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
も
増
え
、
患
者
数
は
中
高
年
を

中
心
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
は
糖
尿
病
、
腎

臓
疾
患
、
薬
剤
の
副
作
用
、
ス
ト

レ
ス
、
加
齢
、
唾
液
腺
疾
患
、

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
と
く
に
「
加
齢
」
「
常
用
薬

の
副
作
用
」
「
噛
む
力
の
低
下
」

が
唾
液
減
少
の
大
き
な
要
因
で
あ

る
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の

原
因
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
す
る

こ
と
は
、
健
康
維
持
の
た
め
に
も

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244



ち
ょ
っ
と
ま
て　

と
び
だ
す
心
に　

と
び
つ
く
き
け
ん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

藤
川　

大
輝
（
山
瀬
小
学
校
５
年
）

[電力消費機器]　テレビを省エネモードに設定し､
画面の輝度を下げ、不要な時は消す｡

り
よ
だ
金
年
民
国

学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申

し
込
み
は
お
早
め
に

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

　
国
民
年
金
の
制
度
は
、
年
を

と
っ
た
と
き
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
そ
の
人
の

生
活
を
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
に

基
づ
く
も
の
で
す
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
仕
組
み

で
す
の
で
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
加

入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

　
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
、

そ
の
な
か
で
も
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

保
険
料
の
納
付
方
法

現
金
納
付
・
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
電
子
納
付

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

　「
２
年
前
納
」「
１
年
前
納
」

「
６
カ
月
前
納
（
４
月
〜
９
月

分
）」
で
、
平
成
30
年
４
月
以
降

の
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
、

２
月
28
日
㈬
ま
で
に
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－
２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－
２
２
４
３

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
を
後
払
い
で
き

る
制
度
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
有
効
期
限
が
記
載

さ
れ
た
学
生
証
か
在
学
証
明
書
を

添
え
て
、
国
保
年
金
課
（
本
館
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－
２
２
４
３

　
事
前
に
予
約
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

徳
島
（
オ
フ
ィ
ス
）
ま
た
は
国
保

年
金
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
相

談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
１
月
25
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
２
月
22
日
㈭  

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
、
ね
ん
き

ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

お
し
え
て
!!
　歯
医
者
さ
ん

第
21
回

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス

重
要
で
あ
り
、
私
た
ち
歯
科
医
は

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
診
断
に
関
し
て

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
で
の
治
療
は
、
人
工
唾
液

や
保
湿
ジ
ェ
ル
を
用
い
て
症
状
を

緩
和
さ
せ
る
対
症
療
法
、
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
る
唾
液
分
泌
の

促
進
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
が
主
体
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス

は
全
身
疾
患
が
関
与
し
て
い
る
場

合
や
常
用
薬
の
副
作
用
と
し
て
現

れ
る
場
合
が
多
く
、
直
接
的
な
原

因
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
歯
科

と
医
科
の
連
携
が
と
て
も
重
要
と

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
の
原
因
と
し
て
高
血
圧
症

に
対
す
る
降
圧
剤
の
副
作
用
が
疑

わ
れ
る
場
合
、
歯
科
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
循
環
器
内

科
と
連
携
し
て
副
作
用
の
少
な
い

薬
剤
へ
の
変
更
な
ど
で
対
処
し
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の

診
断
・
治
療
は
歯
科
が
窓
口
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
か
な
？
」
と

思
っ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
最
近
、
口
の
中
が
渇
い

て
、
し
ゃ
べ
り
づ
ら
か
っ
た
り
、

食
べ
物
が
飲
み
込
み
に
く
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
で

し
ょ
う
か
？

　

回
答
　

　
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
と
は
、

唾
液
分
泌
が
低
下
し
て
慢
性
的
に

口
の
中
が
乾
燥
す
る
症
状
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
口

や
の
ど
が
渇
く
」
「
し
ゃ
べ
り
づ

ら
い
」
「
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど

が
食
べ
に
く
い
」
「
味
が
お
か
し

い
」
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
口
臭

や
歯
周
病
、
む
し
歯
な
ど
を
引
き

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
近
年
、

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
も
増
え
、
患
者
数
は
中
高
年
を

中
心
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
は
糖
尿
病
、
腎

臓
疾
患
、
薬
剤
の
副
作
用
、
ス
ト

レ
ス
、
加
齢
、
唾
液
腺
疾
患
、

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
と
く
に
「
加
齢
」
「
常
用
薬

の
副
作
用
」
「
噛
む
力
の
低
下
」

が
唾
液
減
少
の
大
き
な
要
因
で
あ

る
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の

原
因
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
す
る

こ
と
は
、
健
康
維
持
の
た
め
に
も

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244



ヘ
ル
メ
ッ
ト　

ぼ
く
の
頭
の　

ガ
ー
ド
マ
ン

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

坂
東　

慧
斗
（
川
田
小
学
校
５
年
）

[電力消費機器]　便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを閉める｡

カ
ル
シ
ウ
ム
に
つ
い
て

　
カ
ル
シ
ウ
ム
は
人
体
に
最
も

多
量
に
含
ま
れ
る
無
機
質
で
、

約
99
％
は
骨
や
歯
に
存
在
し
ま

す
。
残
り
１
％
が
血
液
、
体
液
、

筋
肉
な
ど
に
分
散
し
ま
す
。

　
こ
の
１
％
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が

出
血
を
止
め
た
り
、
神
経
の
働

き
や
筋
肉
運
動
な
ど
、
生
命
の

維
持
や
活
動
に
重
要
な
役
割
を

し
て
い
ま
す
。

　
骨
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
絶
え

ず
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
は
常
に
必

要
で
す
。
特
に
授
乳
期
や
老
年

期
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
な

る
こ
と
が
多
く
骨
粗
し
ょ
う
症

が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、
そ
の

予
防
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
積
極
的

に
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
取
る

た
め
の
基
本
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
で
す
。
牛
乳
・
乳
製
品

は
吸
収
も
良
い
優
れ
た
食
品
で

す
。
そ
の
他
、
骨
ご
と
食
べ
ら

れ
る
小
魚
、
豆
・
豆
製
品
、
小

松
菜
な
ど
の
野
菜
も
重
要
な
カ

ル
シ
ウ
ム
源
で
す
。
ま
た
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
高
め
る
役
割
が
有
り
、
魚
類

や
き
の
こ
類
（
乾
燥
）
に
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
号
は
、「
塩
分
」
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
。

●問い合わせ 市健康推進課　☎22－2268　FAX22－2245

　

①平成29年度に次の年齢となる人（ただし、接種日に本市に住民票を有する人のみ）
年 齢 生　　年　　月　　日
65歳 昭和27年４月２日～昭和28年４月１日
70歳 昭和22年４月２日～昭和23年４月１日
75歳 昭和17年４月２日～昭和18年４月１日
80歳 昭和12年４月２日～昭和13年４月１日
85歳 昭和７年４月２日～昭和８年４月１日
90歳 昭和２年４月２日～昭和３年４月１日
95歳 大正11年４月２日～大正12年４月１日
100歳 大正６年４月２日～大正７年４月１日

麻しん・風しん（ＭＲ）２期・二種混合・
高齢者肺炎球菌予防接種の接種期限のお知らせ

　予防接種の接種期限が３月31日までとなっています。対象の方は、体調
がよい時に早めに接種してください。

（対象者）  平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ

●二種混合予防接種（ジフテリア・破傷風）
　予防接種の接種期限が３月31日までとなっています。ただし、二種混合については、対象年
齢までは接種可能です。

（対象者）  平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ　※11歳以上13歳未満の方

●麻しん・風しん（MR）２期予防接種

●高齢者肺炎球菌予防接種
　予防接種の接種期限が３月31日までとなっています。対象の方は、体調がよい時に早めに接
種してください。
◆平成29年度対象者

②60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
　よる免疫の機能に障がいがある人（詳しくはお問い合わせください）
　※①対象者の人には、平成29年４月に通知書・予診票を送付しています。

◆接種負担金
◆接種回数　１回

４,000円（生活保護受給者は免除）

※過去に一度でも肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことのある人は、当予防接種の対象外です。

※各予診票を紛失された方は、再発行しますので健康推進課（本館１階）までご連絡ください。



い
ま
や
る
の
？　

運
転
中
の　

そ
の
電
話

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

日
和
田　

慧
果
（
川
田
中
小
学
校
５
年
）

[電力消費機器]　本体の主電源を切る｡

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）　　　　　

鴨島町鴨島440番地２
（認定こども園めぐみ

幼稚園めぐみ保育園北側）
鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 TEL 0883-25-6616
FAX 0883-25-6617

TEL(FAX) 0883-38-9117
TEL 0883-24-2435

TEL
FAX 0883-24-2379 TEL

FAX 0883-22-2277 TEL
FAX 0883-25-4985 TEL

FAX 0883-42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 9時～ 17時 9時～ 15時 10時～ 18時（月～金）
13時～ 18時（土曜日） ９時30分～ 18時 9時～ 17時30分（月～金）

13時～ 17時30分（土曜日）
10時～ 17時30分（月～金）
13時～ 17時30分（土曜日）

1 木 A親子 豆まき Ａ親子
0,1歳児

イザヤ先生と
英語で遊ぼう！ Ｄ 自由遊び Ｐ★児 硬筆教室 D 自由遊び P幼・児 節分行事

2 金 D親子 自由遊び D親子 自由遊び
身体測定

Ａ★親子
Ｐ★児

節分を
楽しもう！

Ａ★親子
Ｐ★児

製作を
楽しもう D 自由遊び A★親子

P児
ベビーマッサージ
英語教室

3 土 A★親子 楽しい親子の
筆ペン硬筆教室

Ａ★親子
幼児

親と子の
おにぎり教室

Ａ★親子　　　　
Ｐ★児 まめまき D 自由遊び P 自由遊び

4 日

5 月 A親子 ゆきこおばちゃ
んと遊ぼう Ａ親子 園庭開放 Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び A親子 英語 P★児 絵画教室

6 火 D親子 自由遊び　 Ｄ親子 自由遊び Ｄ 自由遊び Ａ親子　　ほっとティー
ブレイク　 　　　　　　　　P児 英語 D 自由遊び

7 水 A親子 子育て
何でも相談

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム Ｐ児 俳句教室 Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 P 手芸の日

8 木 D親子 身体計測 Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 自由遊び

9 金 D親子 自由遊び　 Ａ親子 のんびり
ティータイム Ｄ 自由遊び Ａ★親子　リズム体操 D 自由遊び D 自由遊び

10 土 D親子 自由遊び　 Ｐ親子幼児 三池輝久先生講演会「子
どもの眠りと生活習慣」

Ａ★親子
Ｐ★児 クッキング P児 プチ生け花 P 自由遊び

11 日
12 月

13 火 A親子 絵本の
読み聞かせ Ａ★親乳 ベビー

マッサージ Ｄ 自由遊び Ａ親子 ほっとティー
ブレイク D 自由遊び P幼・児 おやつ作り

14 水 A親子
こどものため
の食育サロン
こども園園庭開放

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム

A親子
Ｐ児 紙芝居の日 Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び

15 木 A親子 ファミサポ
講習会 Ａ★親子 お誕生日会 Ａ親子 乳幼児

子育て広場 Ｐ★児 硬筆教室 D 自由遊び P 絵本の日

16 金 A★親子 赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ Ｄ親子 自由遊び Ｄ 自由遊び Ｐ★児 茶道教室　　D 自由遊び D 自由遊び

17 土 D親子 自由遊び Ａ★幼児 吉野川市児童館合
同ボーリング大会 Ａ★児 吉野川市児連合同

ボーリング大会 A★児 吉野川市児童館
ボーリング大会 A★児 吉野川市児連合同

ボーリング大会
18 日

19 月 A親子 人形浄瑠璃 Ａ親子 園庭開放
子育て相談 Ｄ 自由遊び Ｐ★児 絵画教室 P親子・児 工作 D 自由遊び

20 火 A★親子
P★親子

ピラティス体験会
Lets Enjoy English Ａ★親子 ファースト

トーク Ｄ 自由遊び
Ａ★親子
Ａ親子
Ｐ★児

リトミック　　　　　　　　　　
ほっとティーブレイク                  
書道教室

D 自由遊び D 自由遊び

21 水 A親子 育児相談 Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム Ａ★親子 ドーリームキャッ

チャー作り
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 P幼・児 ダルクローズ

リトミック

22 木 D親子 身体計測 Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム

Ａ親子
Ｐ児

絵本の読み聞かせ　　
茶道クラブ

Ａ★親子
Ｐ★児

避難訓練と
スポーツ大会 P児 茶道 D 自由遊び

23 金 A★親子 誕生会 Ａ★親子 たのしい
クッキング Ｐ★児 生け花クラブ Ｄ 自由遊び P★親子・児 ２月・３月生

まれの誕生会 P幼・児 おやつ作り

24 土 D親子 自由遊び Ｐ親子幼児 おもちゃ病院
が来るよ！ Ａ★親子　ぴよぴよ

広場　 P児 愛館日 P 自由遊び

25 日

26 月 D親子 自由遊び A親子 園庭開放
子育て相談 Ｄ 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P幼・児 やさかあそべぇ

（運動教室）

27 火 A親子 リトリト☆
リトミック Ａ★親子 ファースト

サイン Ｄ 自由遊び Ａ親子　　ほっとティー
ブレイク　 　　　　　　　　D 自由遊び D 自由遊び

28 水 A親子 こども園園
庭開放

Ａ親子
2歳児

イザヤ先生と
英語で遊ぼう！ Ｄ 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 P 手芸の日

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

吉野川市 子育て支援施設 ２月の行事予定
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麻
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」よ
り
）

鴨島第一中学校
板東　世唯

県立川島中学校
 井上　暖乃

鴨島東中学校
山本　聖華

山川中学校
武田　実夢

吉野川高校
荒川紗哉華

夜間・休日在宅当番医表

１月・２月

☆平日／ 18時～22時  ☆休日／ 9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
　（☎26−1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22−2268　℻22−2245

１月 ２月 医　院　名 電話番号
10 7 高橋皮膚科クリニック 24−5122
11 ⑪ 知恵島皮膚科診療所 36−9012
12 9 井 内 内 科 24−3070
13 ④ よしのがわ往診診療所 36−1850
⑭ 20 麻名内科外科クリニック 26−0020
15 ⑱ 糸田川クリニック 24−7555
16 ㉕ 梶 本 胃 腸 科 内 科 24−2413
17 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24−2566
18 22 古本内科クリニック 24−7377
19 24 美 摩 病 院 24−2957
20 矢 田 医 院 25−2006
㉑ 21 さ く ら 診 療 所 42−5520
22 26 四 宮 医 院 25−2016
23 23 渡 辺 医 院 24−7177
24 28 杉 山 医 院 25−2802
25 松 永 医 院 42−2110

１月 ２月 医　院　名 電話番号
26 木 村 内 科 胃 腸 科 24−6413
27 谷 医 院 42−2353
㉘ かなめ小児科内科クリニック 26−0310
29 鈴木内科（敷地） 24−5880
30 阿 部 整 形 外 科 24−4880
31 鈴木内科（喜来） 24−3413

1 富 本 医 院 42−3123
2 鴨 島 病 院 24−6565
3 岸 整 形 外 科 25−3133
5 大 内 整 形 外 科 24−3058
6 工 藤 内 科 医 院 42−3113
8 杏 和 医 院 22−0333
10 中西内科クリニック 42−6755
⑫ あ お ぞ ら 内 科 22−1311
13 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24−8070
14 いぬい産科婦人科クリニック 22−1230

１月 ２月 医　院　名 電話番号
15 石原内科循環器科 24−2536
16 リバーサイドクリニック岡田 24−8884
17 グリーン耳鼻咽喉科 24−2488
19 森 住 内 科 医 院 22−3010
27 糸 田 川 眼 科 24−2531

●徳島市夜間休日急病診療所（☎088−622−3576）
●県立中央病院（☎088−631−7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉　9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26−2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～16時（直接問い合わせてください）

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22−2265　FAX22−2260

小児救急医療体制

2 月の介護予防教室

2月のリハビリ教室

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 木 9:00 ～ 10:30 川島公民館敷地分館 川 島

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

5 月
9:00 ～ 10:30 森藤集会所 鴨 島 栄 養 の お 話

13:00 ～ 14:30 瀬詰老人会館 山 川 栄 養 の お 話
6 火 9:00 ～ 10:30 川島公民館神後分館 川 島 栄 養 の お 話

7 水
9:00 ～ 10:30 中部農業構造改善センター 山 川

13:00 ～ 14:30 上浦地区公民館 鴨 島 口腔（こうくう）ケア
8 木 9:00 ～ 10:30 川島公民館城山分館 川 島 介 護 予 防 体 操

13 火
9:00 ～ 10:30 川島公民館学西分館 川 島

13:00 ～ 14:30 牛島集会所 鴨 島 栄 養 の お 話
14 水 13:00 ～ 14:30 中枝老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話
16 金 13:00 ～ 14:30 飯尾会館 鴨 島

19 月
9:00 ～ 10:30 山瀬地区公民館 山 川

13:00 ～ 14:30 立石公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
20 火 13:00 ～ 14:30 湯立会館 山 川
21 水 9:00 ～ 10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
22 木 9:00 ～ 10:30 東児島老人憩の家 川 島

23 金
9:00 ～ 10:30 大東・江川公会堂 鴨 島

13:00 ～ 14:30 上谷集落センター 美 郷
13:00 ～ 14:30 東山老人憩の家 美 郷

26 月
9:10 ～ 10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷

13:00 ～ 14:30 敷地老人憩の家 鴨 島

27 火
9:00 ～ 10:30 三山老人憩の家 美 郷
9:00 ～ 10:30 喜来老人憩の家 鴨 島

13:00 ～ 14:30 元木会館 山 川
28 水 13:00 ～ 14:30 知恵島地区公民館 鴨 島

※健康手帳をご持参ください。　　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

２
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 金 9:00 ～ 11:00 川島公民館本町分館 川 島

・血圧測定
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

13 火 9:00 ～ 11:00 元木会館 山 川
19 月 9:30 ～ 11:30 西麻植地区公民館 鴨 島
21 水 13:30 ～ 15:30 山瀬地区公民館 山 川
26 月 13:00 ～ 15:00 大東・江川公会堂 鴨 島
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鴨島第一中学校
板東　世唯

県立川島中学校
 井上　暖乃

鴨島東中学校
山本　聖華

山川中学校
武田　実夢

吉野川高校
荒川紗哉華

図  書  だ  よ  り

◆開室時間
　午前10時～午後６時
◆１月、２月の休室日
　火曜日、祝日
◆ボランティアグループ「よみっこ★
か～も」による絵本のよみきかせ会

　とき　２月10日㈯
　　　　午前10時30分
　ところ　２階和室
　参加費　無料
◆新刊案内
　【一般書】
　　「トップリーグ」　 　相場英雄　著
　　「教場０」　　　　　長岡弘樹　著
　　「ワルツを踊ろう」　中山七里　著
　【児童書】
　　「おちばであそぼう」

　　 ひさかたチャイルド　著
　　「てをつなぐ」　　鈴木まもる　著

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆１月、２月の休館日
　水曜日、祝日、月末資料整理日（１
　月30日㈫、２月27日㈫）
◆「かるた大会」
　とき　１月21日㈰
　（１部）午前10時30分～ 11時
　（２部）午後２時30分～３時
　ところ　川島図書館２階

◆「おはなしボランティアつゆくさに
　よるおはなし会」
　とき　２月３日㈯
　　　　午前11時～ 11時30分
　ところ　川島図書館２階
　お話　矢部 千鶴子さん
◆「手作り教室−おめでとうカード」
　※事前の申し込みが必要です。
　とき　２月17日㈯
　　　　午後１時30分～３時
　ところ　川島図書館２階
　講師　西山欣子さん
　受講料　無料

◆開館時間
　午前10時～午後６時
◆１月、２月の休館日

月曜日、祝日、月末資料整理日（１
月31日㈬、２月23日㈮）

◆おはなし会

２月10日㈯午後２時から（約30分
間／毎月第２土曜日開催

◆子ども映画会
１月20日㈯（おじゃる丸スペシャ
ル 銀河がマロを呼んでいる）、２月
３日㈯（かんすけさんとふしぎな
自転車）、２月17日㈯（しまじろ
う おはなし大特集）
午後２時から（約１時間）

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24−5111　FAX24−5113

川 島 図 書 館
☎25−3141　FAX25−5382

山 川 図 書 館
☎42−5222　FAX26−4101



慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。
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大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

TEL. 0883 24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

法要・ご会食プランのご案内
●5,400円コース………
●6,480円コース
●7,560円コース

8品 ●無料送迎バス（少人数
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きま
●お弁当の宅配も承ります。

料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

………

……

9品
10品

可）

す。


